
OWNER'S MANUAL 

Bose® FreeSpace® 

DS 100 SE Loudspeaker 


取扱説明書 

この度は Bose ® FreeSpace ® DS 100 SE Loudspeaker をお買い上げいただき、 
誠にあり力 《 とうございます。本機を正しくお使いいただくため、ご使用になる前にお 
ずこの取扱説明書をお読みください。また、必要なときにご覧になれるよラ大切に 
保管しておくことをおすすめします。 



※説巧の便を上、イラストは実物と異なる場合があります。 








安全上の留意項目 

ご使用前に、この「安全上の留意項目」をよくお読みになり、正しくお使いくださし、。 

-絵表示について- 

この「安全上の留意項目 J は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への眞害 
を未然に防止ずるため、いるいろな絵表示をしています。内容をよく理辭してから本文をお読みください。 


A 警告 
A 注意 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死 t または重傷を負ラ可能性が 
想定される内容を示します。 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が損傷を負ラ可能性が想定される 
内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示します。 


(S) 


&記号は禁止の巧為であることを告げるものです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容に図の場合は分辭禁止)がおかれていまず。 

參記号は巧為を強制したり指示したりずる内容を告げるものです。 

図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから抜け)がおかれています。 




公記号は注意を促ず内容を告げるものです。 

図の中に具体的な指示内容(左図の場合は指をはさまれないように注意)がおかれていまず。 


f 

( S ) 

•スピーカーコードの上に重いものをのせたり、コードをくぎやステープルで固定したり、製品の下敷きにならない 
ようにしてください。また、壁や棚などの間にはさみ込んだりしないでください。スピーカーコードを傷つけて火災 
の原因となります。 


〇 

♦落下防止ワイヤーは指定された場禍、落下時に耐えうるところ(スピーカー本体およびブラケットの総質量の1ぴ音)に確実に 
取り付けてくださしん強度が足りませんと、落下し、 t か唯事故の原因となります。 

A 

警告 

A 

♦スピーカー内部に金属片や異物などを入れなし巧くださいシヨートや発熱などを起こし乂災の原因となります。 

〇 

♦スピーカーコードを熱器具の近くや直射日光のあたるところには近づけなしげください c：]- ドの被覆力、‘溶けて、火災の原 
因となります， 


S ) 

♦スピーカーコードを人が通るところなど引っ掛かりやすい場所に這わせないでください。つまづいて転倒したり、 
スピーカーが落下し、けがや事故の原因となります。 



♦ 〈本製品〉を分稱したり改造しないでください。破損や火災の原因となりまず。 

心 

〇 

♦熱器具や白熱灯の近く、直射日光のあたるところには設置しないでください。そのような場所で使用しますと、 
火災の原因となります。 


f 

( S ) 

♦ぐらついた台の上や傾いたところなど不安定な場所は避けて置いてください。また、設置場所の強度は重みに耐 
えられるものにしてください。落下して、けがや事故の原因となります。 


〇 

♦スピーカーを高いところに設置される場合には、足場が不安定になりますので作業には十分ごミ主意ください。けがや 
事故の原因となります。 

A 

( S ) 

♦定格を超える信号を入れた状態や長時間音が歪んだ状態で使用しないでください。スピーカーが発熱し、火災の 
原因となることがあります。 

ミち意 

S ) 

♦高いところに設置される場合には、不意な衝撃に対して落下しないよう固定してください。固定しないまま使用し 
ます t 落下し、けがや事故の原因となります。 


( S ) 

♦取付金具をご使用になる場合は、ご使用になるスピーカーに対応しているボーズ社製の金具をご使用ください。 
他メーカーの金具や、対応外の金具を使用するとスピーカーの破損や落下のおそれがあります。 


〇 

♦窓を閉めきった自動車の中や直接日光が当たる場所など異常に温度が高くなる場所に放置しないでください。 
キャビネットや部品に悪い影響を与え、火災の原因となることがあります。 

J 
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•屋内、屋外を問わず、 
パワフルな音楽再生が可能 

Bose ® FreeSpace ® DS 100 SE Loudspeaker は、 
レストランやカフェ、各種店舗や商業施設など、 
さまざまな空間に高品質で力強い音楽再生を提 
供する、高耐义性を備えた全天候型スピーカー 
です。最大音圧レベル 105 CIB SPL dm ) のパワ 
フルなサウンドは、最大 10 m の高さまでの設置 
を可能にするなど、幅広いエリアをカバーしま 
す。さらに付属の専用ブラケットとスピーカー本 
体それぞれの取り付け方向の組み合わせによ 
り、スピーカーの取り付け向きと振り角のち向 
を自由に設定できるので、スピーカーの広い指 
向特性を最大限に生かした取り付け方法が選 
択可能です。 

•幅広いエリアをカバーする、 
アーテイキュレイテッド • 
アレイ設計 

中高域の再生を担ラ2本の口径 5.7 cm ツイド 
ラー•ドライバーと、低音再生を担う口径 13 cm 
ウーファーを内蔵。さらにスピーカーユニットの 
配置と取り付け角度によって指向特性をコント 
口ールする、ボーズ独自のアーテイ キュ レイテッ 
ド•アレイ設計を採用。水平180、垂直75°の広 
いエリアを均一にカバーします。 


•スマートなボディは、 

ケーブルもすっきり収納 

パワフルな再生を可能にしながら、その力強さを 
感じさせないスタイリッシュなデザインに仕上 
がっています。曲線を巧みにまかしたスマートな 
ボディに、ブラックとホワイトの2色のカラーを 
用意。さまざまなインテリアにもマッチし、デザ 
インにこだわった商業空間にもさりげなく'溶け込 
みます。また、専用ワイヤーコネクターの採用に 
より端子からスピーカーへのケーブルもすっきり 
と収めることができます。 

•簡単に出力を切り替えられる 
マルチタップトランス採用 

70 V /100 V ラインの八イ-インピーダンスと、 
80/100 W の口— r ンピーダンスの切り替え 
が可能。さらにスピーカー前面に配置された 
タップホイールにより、工具を使用することなく 
簡単に出力を切り替えられるので、設置後の音響 
プランの変更などにもスムーズに対応できます。 


♦スピーカーの 防磁について 

このスピーカーは防磁処理が施されていませんので、テしビやモニターなどに近づけないでく 
ださい。近づけると、画面に色ムラなど影響が生じる場合があります。その場合はテレビやモ 
二夕一からスピーカーを十分（約 60 cm な上)離し、テレビの電源を切り、15分から30分の間隔 
をあけてから再度テしビの電源を入れてください。テレビの自己消磁機能によって、正常な画面 
に戻ります。その後も、画面に影響が生じる場合には、スピーカーをさらにテしビから離してご 
使用ください。 
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開栖時のご注意 


もし開捆時に損傷などが発見された場合や、内容物が不足しているときはそのままの状態を保ち、ただちに 
お買い上げになった販売店までご連絡ください。そのままでのご使用はおやめください。また、箱や捆包材は、 
後日の修理メンテナンス等が必要になった場合のために保管しておくことをおすすめします。 


内容物 


^スピーカーコードは付属されておりません。 




ネジ A 



ネジ C 《 

?^盗難防止用ネジ（サイズ： M 3) 


スピーカーの お手入れに ついて 


キャビネットの巧れを落とず場合 

参'用れやホコリは、柔らかい布で、から拭きをしてください。 

参'足れがひどいときには、中性洗劑を薄めた水に柔らかいホを浸し、堅く絞ってから'用れを拭きとり、別の 
乾いた柔らかい布で、力、ら拭きをしてください。 

参シンナー、ベンジン、アルコール、化学薬品を使用すると表面が侵されたり文宇がミ肖えたり外装ムラになる 
ことがありますから絶対に使わないでください。また、スプレー式の殺虫劑やミ肖臭劑、芳香劑などもかから 
ないようにごを意ください。 
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接続について 


参スピーカーとアンプを接続するときは、必ずアンプの電源を切ってから行ってください。 

参壁掛ブラケットの裏面にある入力端子とアンプからの出力端子をスピーカーコードで接続してください。 
参スピーカーコードは、下の図のように先端の被覆をむいておきます。 



※スピーカー〕ードの極性（©、©)を間違えますと、音の定位がフラついたり低音が出なくなったりします。 


エンドキャップの外し方 
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スピーカーを横に設置する場合 


•上下方向に角度を調節できるよラに設置する場合 



•左ち方向に角度を調節できるよラに設置する場合 




















落下防止ワイヤー取付 
(ネジ巧 M 4 深さ 9 mm ) 

落下防止ワイヤーを別途用意して 
取り付けます。 

ワイヤーは、壁控トブラケットに取り 
付けるのでなく、本体と天井や壁取 
付面を直接つないでください。 


V. 








ノ 


V 
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スピーカーを縦に設置ずる場合 


•上下方向に角度を調節できるよラに設置する場合 
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落下防止ワイヤー巧付 
(ネジ巧 M 4 深さ 9 mm ) 


グ 



落下防止ワイヤーを別途用意して取り付けます。 
ワイヤーは、壁掛ブラケットに取り付けるのでなく、本体 
と天井や壁取付面を直接つないでください。 





































付属の壁掛ブラケットの使い方 


A . 壁に巧を開けて取り付ける場合 

A -1 





取り付け位置の確認と、取り付け場所にスピーカーケースしを通しておきまず。 


A ミま意 


• 取り付けに関しては、専門の業者に依頼することをおすずゆします。 

-ネジは確実に締めてください。締め付けが弱かったり、奥まで締めこんでいない場合は、落下 
してケガの原因になります。 

-取り付ける面の強度が不十分の場合、取り付けても、しっかり固定できず落下してケガの原因 
になります。 

-説明どおりに取り付けなかったり、取付面の強度が不足している場合や、材質に合った適切な 
ネジやアンカーを使巧しなかった場合は、落下してケガの原因になります。 
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A -2 •口ーインピーダンス接続 (80) の場合 



♦ノい r インピーダンス接続の場合 
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付属の壁掛ブラケットの使い方 


A -3 
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B . 壁に巧を開けられない場合 


B -1 


B -2 •口ーインピーダンス接続 (8Q) の場合 




♦ノパインピーダンス接続の場合 



13 




























































































付属の壁掛ブラケットの使い方 


B -3 B -4 






A 注意 


-取り付けに関しては、専門の業者に依頼することをおすすゆします。 

-ネジは確実に締めてください。締め付けが弱かったり、奥まで締めこんでいない場合は、落下 
してケガの原因になります。 

-取り付ける面の強度が不十分の場合、取り付けても、しっかり固定できず落下してケガの原因 
になります。 

-説明どおりに取り付けなかったり、取付面の強度が不足している場合や、材質に合った適切な 
ネジやアンカーを使巧しなかった場合は、落下してケガの原因になります。 
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B -6 
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ブラケットとスピーカーの接続のしかた 




※ネジ ' A のかわりにネジ C を使用することで盗難防止効果があります。 
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スピーカーの角度の調節のしかた 




角度の調節を巧ラ時は、必ずネジ ® をゆるめまず。 

スピーカーの角度を調節する場合は、ネジ ' A を十分にゆるめてから（外れるぐらい）スピーカーの 
向きを蛮えてください。ネジのゆるゆ方が不十分でずと、角度を固定する部分が削れて固定でき 
なくなることがあります。角度が決まったら、ネジ ' A をしっかり締め付けて固定してください。 
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ワイヤーコネクターの取り付けかた 
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マルチタップトランスの切り換えかた 


70V 


12.5 W * 

25 W 

50 W 

100 W 

80 

25 W * 

SOW 

100 W 

NC ** 

I 100V 
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ユニット構成 
許容 入力 
イン ピー ダンス 

タップ初期設定値 
感 度 

最大音圧レベル 
再生周波数帯域 


指 

向 

特 

性 

振 

0 

角 

度 


入 


力 


丄山 

m 

子 

外 


形 


寸 

法 

質 





量 

付 

属 

ブ 

ラ 

ケッ 

h 

防 

塵 

- 

防 

水規 

格 

落 

下防止ワイヤ 

— 

取 



付 


巧 

力 



ラ 


— 


5.7cm ツイドラードライバー x2、13cm ウーファー x1 
100 W 

80、 70V/100V 伝送対応 （70V 伝送時： 12.5W/25W/50W/100W タッス 
10 0V 伝送時： 25W/50W/1 00 W タップ） 

1 2.5W (70V 伝送時)/ 25W (1 0 0V 伝送瞄 
85dBSPL(1W/1m) 

105CIB SPL (1 m/pink noise) 、 111dB SPL (peak) 

妨 Hz - 16kHz 
180° (水平）、 75° (垂直） 

壁掛けブラケット使用時 

横向き設置時水平：左右30°または垂直：+30°〜-45° (15’ ずつ調整可能) 
縦向き設置時水平：左45°〜右30°または垂直：±30° (15° ずつ調整可能） 
ネジ式ターミナル（付属ブラケット部） 

381 (W) X178 (H) X216 (D) mm 本体のみ 
約目 kg 本体のみ（壁掛けブラケット使用時：約 6.4kg) 

壁掛けブラケット 
IP55 (IEC529) 

M 4 深さ 9 mm (スピーカー背面） 


ブラック （DS100SE 段、ホワイト （DS100SEW) 


お問い合わせ先 


故障および修理のお問い合わせホ 

ボーズ株式会社サービスセンター お客様専用ナビダイヤル査 a 0570-080-023 

PHS 、 IP 電話からは、 Tel 03-5489-1 124へおかけください。 

干 206-0035 ま京都多摩巿唐木田 1-53-9 唐木田センタービル 


製巧等の!お問い合ねせホ 。 お客様専用ナビダイヤル SS, 0570-080-021 

ボーズ株式会社ユーザーサホートセンター PHSJP 電話からは、 Tel 03-5489- 095日へおかけください。 


保証の内容および条件は付属の保証書をご覧ください。 


ボーズ株式舎社 http://www.bose.co.jp/ 

〒巧 0-0044 東京都渋谷区円山町 28-3 渋谷^Tビル 

• 仕様巧び外観は巧良のため予告なく変更することがあります。 

• 幹な取扱む外の賀品については、お証の責任を負いかねますのでご了承願います。 

OM.1376-E 
11-12 (B) 
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